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を用ふる時は三 アミノ四オキシ フエニルアルシンを生 叡他の物質を極εする時はア
ル シン酸は容易に還元を受けす。最適條件:一 陰極 水銀、陰極液 2規 定盛酸、
温度 2So、電流密度 O.28 amp./sq. cm.,電 氣量過剰なる時は分解を起 し砒化水素の
叢生を見る、最大牧量94.8%。 倫 アルシンの生成は中間盤 アルセノ化合物を経て進む
ものに非ざる事を實験的に謹明す。然るに盤酸濃度 四、七規定以上なる時はデイアミ
ノデイオキシアルセノベ ンゼンを生 じ電解液中に盤酸盤εして沈澱 し來る。水溶液に
代ふるにエチル又はメチルアルコールを以てするも同結果を得。硫酸溶液を用ふる時
は常にアルシンを生じアルセノ化合盟の生成を見す。
                (19)
